
 

 

 

 

２０２４年３月１６日、「現業機関における柔軟な働き方の実現に向けた統括センターの設置」に伴い、

立川統括センターが設置されました。６００名強の乗務員が乗務点呼執行や準備、食事、休憩等で利用

するフロアについて支社は「間内改良を実施し、必要な準備は設置した」と回答しました。 

しかし、３月１６日の立川統括センター発足後には、現場では設備や備品に対する不備を訴える声が

多く出されており、使用する社員の意見を反映したものではないことが明らかになりました。本来、 

これらの問題点については発生している職場で議論を行い、解決を目指さなくてはいけない事柄で

すが、現場の管理者は「職場に集団的労使関係はない、労働組合として話に来たのなら話は聞けない」

との回答を繰り返し、現場で働く社員の声には一切耳を傾けようとはしません。 

渡利副社長のメッセージに「鉄道を安全に運行するには絶対に守るべき安全の基準はどんな時で

も守らなければならず、そのために必要なお金はきちんと用意します。どうか心配せずに業務にあた

ってください」とあるように、安全の基準を守り心配せずに業務できる環境をつくるべきです。会社

の真摯な回答を要請します。 
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